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論文審査の要旨 

 

 骨の再生医療に関して、培養骨髄由来の間葉系幹細胞(MSCs)を用いた骨形成

能をもつ骨形成細胞シート(OMCSs)の有用性が報告されている。しかし、細胞培

養・シート作成に準備期間を要することが臨床応用における大きな課題である。

この問題を解決するために、申請者は必要時に解凍することによって骨形成細

胞シートを迅速に手術に用いる凍結保存技術の確立を目指して研究を行った。

本研究では、ラット骨髄間葉系幹細胞をもちいて､ 急速（約 20分）と緩速（約

2時間）の２種類の凍結法で保存したシートと対照として新鮮シート（凍結なし）

を比較検討している。 

 In vitroにおける cell viability の評価、In vivoにおける皮下注入・大腿

骨骨欠損モデルでのレントゲン・病理・生化学的評価・力学的評価を比較検討

した。皮下注入実験の結果より、両凍結群において骨誘導能が確認された。 ま

た､ 緩速凍結法は急速凍結法に比して Cell viability が保存され、かつ力学

試験の強度は高く、緩速凍結法が骨形成細胞シートの保存法としてより適して

いることが明らかになった。 

 本結果により、緩速凍結保存された骨形成細胞シートは、新鮮骨形成細胞シ

ートと同様に骨再建に有用であることが示された。凍結保存技術は臨床応用に

関する治療方法の拡大・低侵襲治療・運搬及び骨形成細胞シートの普及の面か

らも有用と考えられた。整形外科再生医療領域において有意義な研究と評価さ

れ、博士（医学）の学位に値すると考える。                
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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